
ＥＯＭ株式会社

気密測定器Dolphinドルフィンのはなし

気密測定器Dolphin2 の選定

２０２０年５月１日版

気密測定器の選定は、家づくりで目指す気密性能レベルと、費用面（使用頻度）により決まります。

●目指す気密性能レベル（右表参照）

今どきの家づくりは、住宅省エネ基準より高めで、

温暖地＝☆☆、寒冷地＝☆☆☆程度。

隙間風が計画換気への影響を抑えるために必要な

気密性能は、☆☆☆、または、☆☆☆＋以上。

引違窓無し、万全な処理で☆☆☆＋＋まで施工可能。

●品質管理の気密測定は購入が断然お得

施工途中と完成時の気密測定を年に２件以上行う

場合は、購入が断然お得。

お試しではレンタルがお勧め。ＥＯＭでは通話で

サポート。初めての方でもＯＫです。

●販売元
ヤマイチ株式会社 担当：平林
TEL.076-436-0231(代)
〒930-0173富山県富山市野口812

●製造元（レンタル・受託測定）
ＥＯＭ株式会社 担当：駒野
TEL.090-2939-7725
〒431-3105静岡県浜松市東区笠井新田町1196

①気密測定器Dolphinの種類

④ 費用面の確認 Air Pro100 Pro200 ProFULL

購入(ヤマイチ) 耐用15年 ¥778,000 ¥888,000 ¥998,000 ¥1,058,000

レンタル
(ＥＯＭ料金)

２日料金 ¥29,000 ¥31,000 ¥31,000 ¥36,000

回数/購入 27回 29回 32回 30回

回数/15年 1.8回/年 2.0回/年 2.2回/年 2.0回/年

外注測定
(ＥＯＭ料金)

１回料金 ¥50,000 ¥50,000 ¥50,000 ¥50,000

回数/購入 16回 18回 20回 22回

回数/15年 1.1回/年 1.2回/年 1.4回/年 1.5回/年

③ 測定性能から選定
(選定用Ｃ値：カタログ値－余裕分)

ﾌｧﾝφ200 ファンφ250

気密性能 窓接続方法 Air Pro100 Pro200 ProFULL

相当すき間面積

Ｃ値 [cm2/m2]
（床面積100m2）

直接続 0.1～1.0 0.1～1.5 0.3～5.0 0.1～5.0

ﾋﾞﾆｰﾙﾀﾞｸﾄ 0.1～0.75 0.1～1.0 0.3～3.5 0.1～3.5

コントローラ Air Pro100 Pro200

②窓接続方法

直接続 ビニールダクト

参考.気密性能ラベリング(EOM提案)

ラベリング
(EOM式)

気密性能※１

Ｃ値[cm2/m2]

解説

☆☆☆＋＋ ～０.２ 超高気密＋＋

☆☆☆＋ ～０.５ 超高気密＋

☆☆☆ ～１.０ 超高気密

☆☆ ～２.０ 高気密住宅※２

☆ ～５.０ 気密住宅※２

― ５.０～

※１.家全体の床面積１ｍ2当たり相当すき間面積
※２.住宅省エネルギー基準（平成４年・１１年）


